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２００８年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

－ 生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ポリ乳酸を堆肥化に活用 －－ 生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ポリ乳酸を堆肥化に活用 －

畜 産 研 究 部

牛ふんは堆肥化によって有機質資源となり田畑に利用されます。ところが、牛ふんには牛ふんは堆肥化によって有機質資源となり田畑に利用されます。ところが、牛ふんには

堆肥化の過程で早期に利用されるエネルギーが少なく、冬季の低温時や天候不順時にエネ堆肥化の過程で早期に利用されるエネルギーが少なく、冬季の低温時や天候不順時にエネ

ルギーが不足してルギーが不足して一定の熟成度を得る期間が長く一定の熟成度を得る期間が長くなってしまいます。なってしまいます。

一方、環境への関心の高まりから微生物によって分解されるプラスチック一方、環境への関心の高まりから微生物によって分解されるプラスチック((ポリ乳酸＝ポリ乳酸＝

PLA)PLA)の利用が増大し、それとともにその廃棄品も増えています。ポリ乳酸は微生物にの利用が増大し、それとともにその廃棄品も増えています。ポリ乳酸は微生物に

よって分解されるよって分解されるためため、これらを、これらを堆肥化のエネルギー源堆肥化のエネルギー源として活用するとして活用する方法を考案しまし方法を考案しまし

たた。。

○熟成が早まることから堆肥化期間の短縮！

○良質堆肥生産の促進！

○有効性のある堆肥化資材が 安価に利用可能！

PLAPLA無混合無混合
（未熟状態の（未熟状態の
牛ふん堆肥）牛ふん堆肥）

PLAPLA１０％１０％ PLAPLA２０％２０％ 土のみ土のみ
PLAPLA無混合無混合
（未熟状態の（未熟状態の
牛ふん堆肥）牛ふん堆肥）

PLAPLA１０％１０％ PLAPLA２０％２０％ 土のみ土のみ

○○8080日後の堆肥を幼植物に施用すると日後の堆肥を幼植物に施用すると……

※※短期間で障害が無くなる短期間で障害が無くなる
＝＝ 熟成が早い！熟成が早い！
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※※PLAPLAを混合すると温度が高くなる！を混合すると温度が高くなる！

○牛ふんに○牛ふんにPLAPLAを混合して堆肥化した時の温度を混合して堆肥化した時の温度

成 果 の 内 容

愛知県農業への貢献

PLA製トレー トレーの細断物

牛ふんに牛ふんにPLAPLA細断物を混合し４週間堆肥化細断物を混合し４週間堆肥化

※※PLAPLAは目視できない！は目視できない！

開発のニーズ・背景

○本研究はユニー株式会社との共同研究「生分
解性プラスチック製食品容器の堆肥化による
リサイクル技術の開発」で実施しました。


